令和7年度日本学生支援機構「特に優れた業績による奨学金返還免除」申請要項
対象者：工学研究科博士課程前期課程(M)応用化学専攻
注意事項

１．日本学生支援機構大学院第一種奨学金返還免除申請書類は，大学様式（JASSO様式）に従って書類を作成し（大学様式（JASSO様式）に従って番号を添付），学務部学生支援課奨学支援グループ（国際文化学部キャンパスＢ棟学生センター内）にレターパックによる郵送にて提出してください。
２．上記書類の提出とは別に，必ず，以下の応化書式の添付書類１（指導教員の捺印必要）および証拠書類（JASSO様式と違うので注意！！）を応用化学事務室に提出して下さい（締め切りは大学締め切りと同じ）。
３．返還免除，KTC理事長賞の両方に応募する場合には、添付資料１にその旨のチェックを入れて下さい。
４．KTC理事長賞のみに応募する場合には，上記と返還免除と同じく応化書式の添付書類１（指導教員の捺印必要）および証拠書類を応用化学事務室に提出してください。
５．評価の対象となるのは以下の項目（次ページ参照）ですが，業績を証明する資料を添付して下さい。
なお，業績書類の内容，分類番号は，JASSO番号とは一致しません。また，応化様式の添付書類１には業績の件数を記入し，必ず指導教員が業績欄を含めて確認後，捺印があるものを提出して下さい。
(1) 論文賞
(2) 学術発表による受賞

(2)　学術論文（WoS論文）

(3)　学術論文（WoS論文以外）

(4)　Proceeding、著書、学術報告
(5)　特許（特願含む）

(6)　口頭・ポスター発表 (海外・国際学会) 
(7)　口頭・ポスター発表 (国内学会) 

(8)　研究教育に係る補助業務の実績(TA,RA等)
(9)　資格
(10)　その他優れた業績
６．応化様式書類、証拠書類とともに、成績証明書も提出して下さい。
日本学生支援機構大学院第一種奨学金採用者（大学院博士課程前期課程学生）　各位
令和7年度申請に関する注意事項

令和7年度日本学生支援機構大学院第一種奨学金返還免除の申請をおこなうものは、①所定の申請書 (神戸大学のホームページからダウンロード可) および必要書類をJASSOの書式に従い，学生支援課奨学支援グループ (国際文化学部キャンパスＢ棟学生センター内) にレターパックによる郵送にて提出する。②それと同時に応化様式書類を証拠書類および成績証明書とともに応用化学事務室に提出する（期限は大学締め切りと同じ）。応化の該当証拠書類は次の通りとする。
	評価項目
	添付すべき書類
	備考

	学術活動による受賞（論文賞・学術発表・ポスター発表による受賞等）
	賞状のコピー
	大学院在学期間中に受賞したものに限る。口頭発表・ポスター発表については、本人が学会にて発表したものに限る。講演要旨に発表者を特定できる記述がない場合は、指導教員の証明を添付する。

	学術論文・著書・学術報告・特許
	別刷（特許は公報）

印刷中の論文は本文の原稿とともに、編集委員会の掲載通知書の写しを添付すること（メールによる掲載通知の写しでも可。）
	主著者であるか否かは問わない。

印刷中の論文の場合で出版社からのProof原稿により提出する場合も掲載通知書を添付すること。



	口頭発表・ポスター発表
	講演要旨（大学院在学中に本人が発表したことがわかるもの）
	口頭発表・ポスター発表については、本人が学会にて発表したものに限る。講演要旨に発表者を特定できる記述がない場合は、指導教員の証明を添付する。

	研究教育に係る
補助業務の実績
	指導教員等の証明
	ＴＡ・ＲＡ等の目的と期間を記載し、指導教員の証明をつけること。

	資格
	免状のコピー（取得年月日が学部・大学院在学中のもの）、もしくは合格通知書
	該当する資格は、学部・大学院在学中に取得した技術士補・安全管理者・甲種危険物取扱者のいずれかに限る。

	大学院博士後期課程進学予定者
	合格証明書を添付すること。
	他大学合格者も含む。


· 申請書類の提出の際には、応用化学専攻指定の添付資料確認書に所定の項目を記入し、自己アピール文の記載とともに学生支援課に提出すること。指定用紙は指導教員に配布している。
以　上

応用化学専攻


添付資料確認書
令和　　　年　　月　　日

学籍番号　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　印

　　　
令和7年度日本学生支援機構大学院第一種奨学金返還免除申請に当たり、下記の事項に関する添付資料を提出しましたので、宜しくお取りはからい下さい。
	ＫＴＣ理事長賞申込希望
	　　　する　　　　しない


	事　　項
	備　考

	後期課程進学予定
	
	該当者は○を記入のこと。合格証明書または通知書が必要。

	
	早期修了
	
	

	研究教育に係る補助業務の期間（指導教員の確認の印が必要）
	
	業務内容
	指導教員の印

	
	自　　年　月　日
至　　年　月　日
	
	（添付する業績について確認して下さい）

	
	自　　年　月　日
至　　年　月　日
	
	

	
	自　　年　月　日
至　　年　月　日
	
	

	
	自　　年　月　日
至　　年　月　日
	
	


	事　　項
(別紙「申請に関する注意事項」も参照のこと)
	件数
	添付書類
(該当項目をチェックすること)

	論文賞 (主著者でなくてもよい)
	
	· 賞状のコピー

	学術発表による受賞 (本人が口頭・ポスター発表し、大学院在学期間中に受賞したもの)
	
	· 賞状のコピーまたは指導教員の証明

	学術論文 (主著者でなくてもよい。修士論文を除く)
	
	· 別刷りまたは掲載通知

	Proceeding、著書、学術報告 (主著者でなくてもよい)
	
	· 別刷りまたはコピー

	特許 (特願含む)
	
	· 特許に関する資料

	口頭・ポスター発表 (海外・国際学会) (大学院在学中に本人が発表したもの)
	
	· 講演要旨または指導教員の証明

	口頭・ポスター発表 (国内学会) (大学院在学中に本人が発表したもの)
	
	· 講演要旨または指導教員の証明

	資格 (学部・大学院在学中に取得した技術士補・安全管理者・甲種危険物取扱者に限る)
	
	· 免状のコピーまたは合格通知


	自己アピール（大学院在学中の学術的活動・研究に関するアピール点を記載すること。）

	参考となると思われる内容をすべて記入し，添付書類１の事項以外の項目に関しては証拠となる資料を添付して目録を作成してください。（様式自由）



この書類の提出先は応用化学専攻事務室です。
添付書類１








